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翫力古刀Jrv如af丘月まraのvarロa観

渡辺 活希

Ⅰ

いわゆるタントリズム(Tantri5皿)においては,腐敗,堕落したカリ期(hli川ga)の

観念を前提に,階級的ならびに性的差別は否定され.原則的にすべての人々にたいする教

義および実践の国政が謳われているものと.一般に理解されている‖.周知のごとく.タ

ントラ文献の多くは法典(Dhar皿a畠孟Stra)的規定を幾らかなりとも含むものであり.そこ

にほ.伝統的Brahmanis皿あるいほHinduisnを継承する側面とそれとほ異質な要素とが

ともに認められるのであるが2),それら具体的ありようのひとつひとつほ.いまだ充全か

つ詳細に検討されているとほいいがたい.

左道シヤークタ派(Ⅴ紬孟C計a畠鋸a)に属し,1S世紀後半の著作であろうと考えられて

いる舶ム融ry如atantra(=Hnt)】〉に関しても,その思想内各 特に法典的規定につい

てこれまでになされてきた幾らかの研究ほいずれも断片的であり.その評価も学者により

さまざまである･ある学者ほ伝統的要素のいまだ支配的である側面を強調し4).またある

学者はHntが寡婦再婚の容認,寡婦殉死(sati)の禁止引を説き,婚姻や食事などにお

けるvarqa(階級)による区別を否定していることなどを理由にこれらをMntがもつ近

代性として積極的に評価する`〉がごとくである.

近代性に関する議論ほいまはおくとして7}.本稿においてほ主対象をva叩a掛こ限定

し.その全体的特哉を肋tの語るところに即して検討する.

Ⅱ

蜘tほ,多くの講師を費やしてカリ期における人間の腐敗t 堕落を強調したうえで8)

そのようなカリ期におけるva川aおよび豆孟rama(生活期)に関して,まず次のように規

定する.

CatV計ab kathit豆Va叩孟豆針a血豆apisu叩ate/

互C計豆畠C帥ivar8餌紬豆如a血和紬Prthak
prtbak//($.4)

krt豆dau k▲1ik豆1e tu varり抽pa扇ca prak‡rttit抽/

br豆h皿叫ab k$atriyo vai畠Jah細drah s細如1a eVa
Ca//(8.5)

ete$紬SarVaVarq如豆JB京島ra皿au dvau
nahe畠Vari/

tes加古C計a血arm紬畠ca畠r叩SV言dJe
Vad細ite//′(さ.6)

叩raiva kathit叩tかat kalisa血havacestitam/

tapabsv豆db一言yahin如紬n川細alp和us細api/

kle如pray豆S豆ねkt加紬kuto dehapari畠ra血ah//(8.7)

brahnacarl豆畠raJnO n豆Stiv加aprastho'pina priye/
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g計hasthyo bhaik印ka畠Caiva富岳ra皿肌dvau kalauJuge//($･$)

4階級(v立川a)およぴ4生活期(豆如ama)が,貞淑な妻(sqvraほ=P計Vatり

よt そしてまた階級と生活期とに関する生活規定(豆C計a)がそれぞれに.[現在の

カリ期に先行する]クリタ(krta)をはじめとする【3期(川ga)すなわちクリタ,

トゥレーター(tret豆).ドゥヴァーパラ(dv帥ara)期]においては,語られた.し

かしながらカリ期においては,5階級 すなわちブラーフマナ(br孟h一叫a),クシャ

トリヤ(kさatriya),ケァイシヤ(vai畠アa).シュードラ(細dra).サーマーニヤ

(s細如ya)が説かれた.(4-5)

これらすべての階級の[それぞれにある]2生満期を,マヘーシュヴアリー

(鮎he帥ar‡=P計Vatりよ.そしてそれらに関する生活規定ならびに礼拝儀礼を間

け.アーデイヤー(言ゎ豆=P計Vati)よ.あなたに[それらを]私は語る.(6)

まずカリ[期]に生れた人々のおこない(ces=a)は,はじめに【私によりあなた

に】まさしくすでに語られた.苦行(tapas)やヴェーダ聖典の学習(sv瓦d恒如a)9}

は欠如し,短命で.苦難に耐えたり努力したりする能力のない人々にとって,いかに

して肉体的努力があろうか.(7)

愛しきものよ.カリ期においては,学生期(brabnac豆り豆畠rama)ほなく.林棲期

(v如aprastha)もなく.家長期(g豆rhasthya)および乞食[遊行]期(bhaik$uka)

の2生i舌期のみがある.(8)

Hntは.伝続的な4varqaおよぴ4豆畠ra皿aを,クリタ,トゥレーター.ドゥヴァーパ

ラの3期に限定し,カリ期にたいしてはこれを認めていない.

すなわちカリ期におけるva川a制度に関しては,S豆m豆叩aが5春めの階級として.伝

読的な4varoaに加えて数えあげられている.このs紬豆叩aについて加圧自身ほ明確

な定義を与えてはいないが,S.J.Yoodroffeが指摘するごとく10},それは異varqa間

の婚姻により生れた人々であると考えてよい11〉.同一Var8a間の婚姻を推奨し,そもそ

もこの異var8a間の婚姻をva叩a体制の秩序を混乱させる原因として排斥する,例えば

舶肌矧町=(=Hanq)などは,そのような婚姻から生れた人々を.堕落より生じた存在と

して,その社全体制から排除する12).これにたいして舶tほ,それまで認められていな

かったs孟皿豆叩aを何故5春めのVarqaとして数えるのかという理由は明らかではないな

がらも,すでに人間の堕落,腐敗著しいこのカリ期においてほ,そのような人々をもひと

っのVar可aとして認めるのである.ただし.varqa制度そのものの存在が全的に否定さ

れているのではないことに留意しなければならない.また.s豆m豆叩aがひとつのVa叩a

として認められていることをもって,あらゆる人間が執れかのVa叩aに属しうるといえ

るのかは,Hatからは判然としない1∋)

カリ期の豆如a皿aに関しては,伝競的4豆5ra皿aのうち学生期と林棲期とは除かれて･

家長期(grhasth豆畠rama,g計hasthJa)および遊行期(sa耶y如亘如a皿a.bhik印k哀畠ra皿a･

bhaik印ka,aVadh約言畠ra皿a)=りの2豆如a皿aが認められている.舶nuが苦心惨憺してつ

くりあげた精妙かつ微妙なる豆畠rama親15}ほ捨てさられる.その理由は明快である･堕
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落したカリ期の人間にとり.ヴェーダ聖典の学習に専心すべき学生期や苦行に専心すべき

林凄期1`}は,その能力の欠如ゆえにもほや耐えることのできないものなのである.

ここに私たちほ,伽tにおいてもまたva川aおよび豆孟ra皿a制度がカリ期における人

間の腐敗,堕落を前掛こ,それを容認するかたちで説かれていることを確認する.

Ⅱ

既述のとおり.s孟血豆叩aがひとつのvarりaとして認められていることを除くならば.

加圧においてもまた基本的にはva叩aすなわち階級制度の存在は説かれていた.次には

そのva叩a観をより具体的に検討する.

伽tは,シャークタ派の他の典‡引こも往々にして見られるごとく.究極原理である至高

なるブラフマン(Par油ra血an)との合一すなわち解脱(附ksa)を達成する手段成就法

(s孟曲ana)として.kuladharmaあるいはkuほc豆raなる語のもとに,その至高なるブラ

フマンにたいする,あるいはまたS止tiなるP計Vatiにたいする礼拝儀礼を説き.それ

らがカリ期においては唯一絶対のものであることを強調するが17〉,まずはこのような解

脱論との関連において,教義ならびに実践のいわゆる開放性,その実際のありようを見て

いこう.

yatra kutra sthito vipipr豆pJa brah4計pit孟Jnrtam/

grhitv豆kika如V豆pibrahⅢaS和両アa皿和也町豆t//(5.90)

[ひとは]たとえ何処にあろうとも.[至高なる]ブラフマンに捧げら九た甘露

(a町ta)を獲得して,またたとえk‡kaねであろうとも[その甘露を]手にして.

[至高なる]ブラフマンとの合一を達成するであろう.

kihねとは最下層の階級のひとつと考えてよい抽.これがs血豆叩aに属するか否かに

ついて伽tからほ明らかではか1が,至高なるブラフマンとの合一すなわち解脱が彼ら

にとってさえ可能なものであることが明言されているのである.

さらにその解脱成就法たる至高なるブラフマンおよびP計Vatiにか-する礼拝尉Lす

なわちkuladharmaの実践にあたっては.var担の区別は完全に否定される19,

紬it叩如apacen紳i如a皿uk摘d apinibsrta皿/

tad aM叩pかa血叫devidev如細apidurlabha皿/′ノ(j.銅)

たとえ≦vapaca20〉によってもたらされようとも.犬の口から落ちたものであろう

とも,その食物(至高なるブラフマンに捧げられた食物)ほ,清浄であり,女神よ,

神々にとってさえ獲得しがたいものである.

j豆tibhedo na karttavyah praside parazb豆tmanah/

yo'5uddhabqddbi坤kur両e sa ma摘p豆tak‡bbavet//(3.92)

最高なるアートマン(Par姐豆ha皿=Parabra血mn)に捧げられた食物に関してほ

階級(j孟ti)2‖の区別はなされるぺきではない,[例えばサーマーニヤ階級のもの

により至高なるブラフマンに捧げられた食物を]不浄であると考えるものほ,大罪人

となろう.
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至高なるブラフマンに捧げられた食物の清浄性は絶対的である･そしてそれほi絶対的で

あるがゆえに,†ar胆相互の浄不浄の観念を超越する.これは,P計Ⅴ出にたいする礼拝

儀礼において用いられるpa五CatattVa(pa面ea皿ak孟raすなわちmadya.皿紬Sa.皿山sya,

肌dr豆.皿aith甘na)22)においても同株である.

Jena kena sa皿qtpan血豆ア印a ken紬rt豆piv豆/

n豆tra j豆tiYibhedo'sti50dhit孟SarVaSiddhid豆//(6･4)

m紬San tu trividh叩prOktap jalabh碩Carakhecara皿/

JaS舶t tasm豆t sa皿加it叩yena tena Vigh豆tita皿/

tat sarv叩devataprit,aibhaved eva na s叩ねyah//(6･う)

いかなるものにより産みだされたものであろうとも,あるいほいかなるものにより

もたらされたものであろうとも.それ(sur豆=madJa)にたいしては階級の区別は

なく,浄化された[sur豆]はすぺての成就を与えるものである･(4)

しかるに肉は3種頬.[すなわち]水[中を進むもの](水棲動物),地を進むも

の(陸上動物)t空を飛ぶもの(鳥)[の肉]であると説かれた･いかなるところか

らもたらされようとも,いかなるものにより屠殺されようとも,それはすぺて神格の

喜悦をもたらすはずである.[このことに]疑いはない･(5)2ヨり

varqaの否定はもちろん,飲食物の浄不浄に関してのものにとどまらない･至高なるブラ

フマンあるいはP豆rvatiにたいする礼拝儀礼を包含するkuladharmaあるいはkuほc計a

全体が.カリ期における解脱成就法としての絶対性ゆえに,Va叩aの区別を超越するt

畠VaPaCO'pikqlaj高知ibr豆hnaQ豆d atiriclate/

kuほc計avihinas tu br豆hmaQ納会VaPaC孟dhaAah//(4.42)

たとえ如apacaであろうともkuladhar皿aを知るものはブラーフマナに勝る･し

かるにkuほc計aが欠如したブラーフマナは最低の畠VaPaCaである24〉

kaⅦ1adharm豆t parO dhar皿O n豆Sty eVa kamal如ane/

antlajo'piyam京島rityap机ah kaulapad叩Vrajet//(14･179)

k山adharⅦa(=k吊adharma)よりも勝れたdharmaは存在しか1,蓮のごとき顔

をもつものよ.低い生まれのものでさえ.それ(kuladharma)に依拠して浄化され･

kaula25〉の状態に赴く.

さらに次に挙げる諸詩節により,kuladharmaがいかに開かれたものであるかを見ること

ができよう.

Yipr豆dyaAtyajaparyabt豆dvipad云ye'tra
bh机ale/

te sよrve's皿in
kulic計e bhaYeyur adhik計i坤ah//(14.184)

ブラーフマナ(vipra)にはじまり低い生まれのものにいたるまで,この地上世界

における2足のものら(すなわち人間)すべてはlこのkuほc豆raにたいして有資格

者となろう.

e和d豆1叫yaVan叫n‡c叫matV豆Striya皿aVaj竜ay豆/

kaul叩na ktlrざ豆t yab k肌1ab so'dbamo y拍adhogaLim//(14･187)
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C和由一aやJaVa皿aを卑賎なものと考えて.[あるいは]女性を蔑視してt[彼ら

を]ka山とせしめない‖紬血舶rnaへと導かない=削血は.[kaqlaのなかの]

最低のものであり,堕落の逼を行く.

JeJe Va叩軸k$iい川.引川ti叩dJad dhr血a皿Ⅶp豆針t軸/

kauほbbavanta5te
p豆畠air肌kt豆J如tipar叩padal//(14.1錮)

[この]大地におけるいかなる階級の人々も.いかなるdbarnaに依拠している人

々も,kaⅦhとなれば,繋薄から解放され.最高の帰軌こ赴く.

kuladha川aにか1しては,いかなる人間も平等である.va叩aの区別ほもちろん 男性

も女性もか1,すべての人間が有資格者である㌧解脱への道は.まさにすべてのひとに開

かれている28}･これは.例えば1ねmがその教義(畠豆5tra)にか1する資格を再生族の

男性に限定している27〉のに比して,対照的である.

またこの開放性ほ.孟畠ra皿aとの関連においても見ることができる.河a町10.126は

｢シェードラは浄化儀礼(sa耶k計a)にたいする資格をもたか1｣と説くが28},これに

たいしてHntにおいてほ次のように語られる.

Vipr軸紬itares左石ca va川如叫prabale kal川/

ubhayatr孟畠ra皿e devisarve$紬adhik計it言//(8.12)

カリ[期]が強勢であるときには.ブラーフマナおよぴその他[すべて]の階級の

人々は.女神よ,両方の生活期(家長期および遊行期)にたいして有資格者である.

br豆h皿叫ah k亨atr,iyo vai∬油畠鋼rab s細細川eVa Ca/

kuほvadh机asaJ8Sk計e pa面c加豆Jn adhikirit豆//($.224)

ブラーフマナ.タシャトリヤ,ケァイシャ,シェードラ.およぴサーマーニヤ[と

いうこれら]5階級〔すべて]の人々が,kuほvad…aへの浄化儀礼29〉にか1する

有資格者である.

このように¶カリ期の到来を待ってここに開示されたkuladbarmaは,その対象を再生

族に限定することなく.シェードラはもとよりそれまではひとつのvarqaに数えられる

ことさえなかったs紬融けaをも含む,まさしくすべてのva川aの人々,すべての人間に

均しく開放されたものである.

さらに･Var町aの区別の否定は,bbairavicakraおよびtattvacakra抑における飲食

および婚姻に関しても強調される.

ubhayatra D)ahe皇豆niねiyodvihab prakirtthitah/

tatb互d如e ea p加e ca varqabhedo na vidyate//(3.151)

[これら]ふたつ[のcakraすなわちbhairav‡cakraとtattvacakra]におい

ては･マヘーシヤーニー(鮎he畠如Ⅰ=P計Vaい)よ.畠aiva婚が[なされるぺきで

あると]説かれた･同様に[これらふたつのcakraにおいては]食べることおよび

飲むことについても.階級の区別ほ存在しか1.

ここにいうねiva婚とは,Hntが説く儀鰍こもとづいて,これら仙airavicakraおよび

tattvacakraのうちにおいてなされる婚姻形態であり.これも飲食と同様.cakraのうち
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においてなされるものであるがゆえに,Va叩aに関する制約はないものと考えられる･

bhairav‡cakraにおいても.tattvacakraにおいても"〉,VarDaの区別の否定ほまさし

く全的なものである.

n豆tra j豆tivic計0'stiAOCChi$t豆divivecanan/(8.180ab)

そこ(bhairavicakra)においては,階級の相違はなく,残虎[の不浄]などに関

する差別ほない.

var8豆bbim孟n豆C Cakre tu va叩abhed叫karotiyah/

saJ豆tighoranirayan apivedhtap計agah/,/(8.194)

しかるに,[みずからの]階級[の優越]を誇って.[bhairav‡]cakraにおいて

階級の区別をなすもの,彼は,たとえサニーターンタに精通していようとも,凄まじ

き地獄へ赴く.

brahJnaCakre mahe皇如ivar8abhed叩VivarjaJet3t2)/

Ba deSak豆Ianiya皿O na p豆traBiyazAaS tat摘//(8.217)

ye kurvantinar孟皿珂h豆divyacakre pra皿豆datah/

kqlabhed叫Var8ahhedaq]te gaCChanty adha皿紬gati皿//(8.218)

brahmacakra(=tattVaCakra)においては.マヘーシヤーニーよ,階級の区別を

[ひとは]避けるぺきであり.場所や時間に関する制約はなく,同様に適性(p豆tn)

に関する制約もない.(217)

divァacakra(=tattVaCakra)において不注意から家柄(kula)の区別.階級の区

別をなす愚昧なる人々,彼らは最低の道を行く.(218)

Ⅳ

このように,kuladhar皿aに関しては(ふたつのCakraについてもこれに含めて考えて

よい),Var担の区別は全的に否定されている.しかしながら,廿日は先に見たごとくひ

とつひとつのva叩aの存在そのものは認めているのであり.同時にさまざまな場面にお

いてvarqaの区別のなされるぺきことをも説くのである.

sarve$紬eva s叫Sk豆r軸kar皿豆QiSaiYaVartnan豆/

Yipr軸紬itare$左石ca karmmali血gaQ Prthak prthak//(8･13)

まさにすべての[階級の]人々にとり,[すべての]浄化儀礼およぴ[すべての]

行為ほ,シヴァによる規定にしたがって[なされるぺきである].[しかしながらカ

リ期においても]ブラーフマナおよぴその他の[階級すべての]人々にとりt それぞ

れに個別の[なされるぺき]行為の特徴がある.

第8章に説かれるそれぞれのVaⅢaの義務についての記述は,舶nⅦとほぼ異なるとこ

ろはか1"}.また第9章には伝統的浄化愚礼が詳述されるが,そこにおいては,再生族

とそれに属さない人々とが往々にして区別されている.

garb血豆曲如豆dic叫加t叫5a止血叫SarVaj豆ti印/

鏑dras紬如yaj豆t王n紬Sa門am etad amantrakam//(9.18射
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受胎式(garbh豆dh如a)から結髪式(c5d蝕arnaB)まで[の浄化儀礼]は.すべて

の階級に共通である.[ただし]シェードラおよぴサーマーニヤ階級の人々にとって

ほ,それほすべて聖旬[を唱えること]なしに行われるものである.

再生族に属さない人々としてシェードラとともにs豆止血yaを数えるという相違(Hamは

いわゆる雑種身分をそもそもva川a体制から排除する)こそあれ.彼らにたいして聖旬

を唱えることを禁止している点,舶Mと何ら異ならない∋4〉.また履罪に閲する規定のな

かにも同様の事情を見ることができる.

dvij豆t‡8紬da岳互血ena dv孟da畠紬e8a
paksatah/

鏑dras豆皿如才a∫Or devi皿孟Se血豆ねqcakalpan豆//(蜘t,10.76)

再生族にとっては[それぞれ].[ブラーフマナには]10臥[クシャトリヤにほ]

12日.[ヴァイシヤにほ]2週間,シェードラおよぴサーマーニヤにほ,女神よ.

1か月にわたる不浄性の固着がある.

如ddhyed vipro da≦紬e皿a dv豆da畠豆hena hh紬ipah/

Vai畠yab pa亮cada畠孟hena細dro刀ほS印a如ddhJati//用朋川,5.83)

ブラーフマナは.10日の後に浄化される.地上を守護するもの(bh紬ipa)(す

なわちクシャトリヤ)は12日,ヴァイシャは15日.シュードラは1か月の後に浄

化される.

また先に見たbhairavicakraおよぴtattvacakraに関しても.次のように語られる.

SarVe yarD紬 svasvavarQair br豆hnodv豆h叩tath豆≦anan/

kurv行an bhairavicakr豆t tattvacakr豆d rte皇ive//(8.150)

bhairaY‡cakraあるいはtattvacakraにあるときを除き.すべての階級の人々は,

それぞれ自分と同じ階級の人々と br紬は婚を.同様に[自分と同じ階級の人々とと

もに]食事を,なすぺきである,シヴァ神妃(≦i摘=P計Vaい)よ.

SaJnPr帥te bhairav‡cakre sarve yarQ砧dvijottal豆h/

nivrtte bhairav‡cakre sarve var8紬prthak prthak//(8.179)

bhairavicakraが達せられているときには,すべての階級の人々ほ.最高の再生族

(すなわちブラーフマナ)である[に均しい].[しかしながら]bhairav‡cakraが

解かれたときには.すべての階級の人々は.それぞれに[自らの階級に帰する].

すなわち.varqaが否定されるのは.ふたつめcakra内に限定されており11歩その外

に出るならば- それほやはり遵守されるぺきものとして説かれている.

さらに,ここに推奨されるbr豆h皿a婚(さ.150)のねiva婚にたいする優越が.さま

ざまな場面において説かれていることほ,注目に値しよう.婚姻関係においてはbr紬ma

婚による妻が最も康れているとし"〉,例えば相続に関する規定を説くなかで,蜘tほ次

のように語る.

tasl豆apatle tadY叩5e vidyaJn如e kuJe5vari/

ねivodbbav豆叩apaty如id和計b如ibhavantina//(9.267)

彼女(br豆hna婚による妻)の子ども38I.[あるいは]その[子どもの]子孫が存
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在しているのであれば.クレーシュケアリー(kule皇Var‡=P計Yatりよ.§aiva婚

による妻の子どもほ,相続権をもつものではない.

Ⅴ

これまでの検討にもとづいて.HntのもつVa川a親の全体的特徴をまとめよう.

第一に特葦されるぺきは,S豆m加yaという5番めのVarIaの創設である.すなわち,

軋M川においては再生族とシェードラとの間に一線が.そしてシェードラと雑種身分との

間にはより太い一線が画されていたのにたいして,伽tにおいてはまずもって後者が取り

ほらわれる.浄化儀礼に際して聖句を唱えることに関する規定.不浄性の期間に関する規

定に見るごとく.再生族にたいしてそれに属さか1シェードラおよびs豆血豆叩aという構

図が描かれる.

そしてさらに,腐敗,堕落したカリ期において唯一絶対であるkuladharmaを説くにあ

たり,Varqaの区別は漸く全的に否定される.しかしながら,唯一絶対であるとしながら

も同時に,日常生活における多くの場面でvarqaの区別は厳然と保たれるぺきものとさ

れる37).換言するならば一 肌tにはふたつのdharma(なされるぺき生活全般の姿.あり

よう).すなわちこのkuladharmaと,Manuが再生族に限定しシェードラにたいしては

(s紬加yaについてはいうまでもなく)その資格がないとした伝続的dhar皿aとが併存し

ているのである.

それでは執れが慶先.優越するのかというならば.解脱の達成手段としてはまさしく絶

対的にkuladbarmaが推奨されるのであり.婚姻についてはvarpaの区別をなすぺから

ざる如iva婚が許容されはするものの,相続などを含む.より日常的.より世俗的事柄

に関してほ伝続的dhar皿aが支配しているということができよう.

<略号および使用テキスト>

HB Harihar如anda8h計au's commentary on the舶h3niTY如aLaDtm(下記テキス

ト所収)

Mnt 舶h3hiTV和atabLT&(T如trik Te!tS.Vol.13,ed.Arthur Avalon.reprinted.

t)elhi:MotilalBaAarSidass,1989(1st ed.Madras,1929))

蜘nq 舶DuS町ti(The Vrajajivan PracyabharatiGranthamala.4,ed.Ra皿eShYar

Bhatt.Delhi:ChaukhaJnba Sanskrit Pratishthan.reprinted.1990)

(註記)

1)Goudriaan【1979】31づ4を参照.

2)Goudriaan〔1981】19-22を参照.

3)Derrett【1968a】は,Hntがもつ,伝統的法典頚に見られるものとは異質な要素に

注目し,その法源をイスラム法あるいはイギリス法にもとめることによって.加圧の

著作年代を177卜1780年に措定した.舶tの先買権に関する規定に見るイスラム法
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の影響については,Derrett【1977】を見よ.なお.Derrett【19`帥】265-267をも

参照.

4)†i皿ternitヱ【1927】597づ粥を見よ.また▼00droffe【1粥胡79｣柑,378をも参

照.

5)これらを含むHntの女性軌こついては.載稿【1991】を見よ

6)帆rtJ【19毒瑚97-9さ,同【197§】793-7タ5を見よ.なお払ne【1977】105ト1060

をも参照.

7)近代性を論じる場合の問題点についてはt拙稿〔1992】を見よ.

$)例えば,1.36一購,5さ-86,4.亜-55をど.

9)Dutt【1979】114ほ.tapasを｢苦行による無力｣,SV孟dhy和aを｢ヴューダ聖典

の学習による知識｣と解しているが.ここでは下記の註釈にもとづいてそれぞれその

行為そのものと考える.

R8:tapabs絹dhy亮一ahi皿如紬tapab krcchr詞ikarma sv豆dhJ孟yo vedap封血ah t豆bhy紬

rabit加紬.

10)恥odrofre〔19与6】31.

11)法典頬における異varIa間の婚姻により生まれた人々に関する理論については∴

山崎元一【1985aj に詳細な検討を見ることができる.

12)舶nu.18.4は,明確に5春めのva川aの存在を否定している.詳尋削こついては,

渡瀬【19紺,国【1998j19-20参照.

15)註2`)を見よ.

14)舶t,さ.11:

≦aivas叩Sk計avidhin如adb机亘如a皿adh計aIa皿/

tad eva huit叩帥adre5a血町孟5agr山叫叩k詔肌//

シヴァの定める浄法規定(s叩Sk計avidhi)により離俗生活(avadh机孟点ra皿a)を

持すること.それこそは,パドゥラー(bhadr豆=P計Vaい)よ.カリ[期]にお

ける.遊行生活にはいること(sanny豆Sagrab叫a)にほかならないと語られた.

15)渡瀬〔1990J邦-49を参照.

16)渡瀬[1990】59を参照.

17)伽t全体を通じてkula仙ar皿aあるいは血1加計aほ幾つかの異なる意味に用いら

れるが,多くの場合至高なるブラフマンあるいはP計Vatiにたいする礼拝儀礼と同

義と見なして差しつかえなく,全体としてほそれらを含む教義ならびに実践の体系.

そこに説か九るさまざまな生活規定と考えてよい.80Se a皿dRaldar【1956】4ト4さt

60-61･†internitヱ【1927】5`8-569･572づ73,†00drorfe【195`】8=1を見よ.

18)Dutt【1州0】3さ.†00drof†e【191封52ともにこれをc叫d封a(Misra【19∬】61

はc如d豆Ia)と解している.

19)†00droffe【195`】75を参照.

20)先のk旺a畠aと同様,最下層の階級のひとつと考えられる.†00dreffe【1913】51
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を見よ.

21)押皿tにおいてはj豆tiと var8aとは同義言吾として用いられている.例えば8.80:

細dras孟皿加yaj孟t王且紬adhik計OIstikevala皿/

豆ga血Oktavidhau devisarvasiddhis tato bhavet//

シェードラおよびサーマーニヤ階級(j孟ti)のものにとっては､ただアーガマ聖

典に説かれた儀用にたいしてのみ,資格(adhik計a)がある.女神よ.[彼らにとっ

ての]すべての達成は.それ[アーガマ聖典に説かれた儀規]にもとづいてlあろ

う.

22)!也t.5.22:

皿ady叫m軸S叩tat血豆matsy叫mudr孟maithuna皿eVa Ca/

畠aktip面jividh豆y孟dye pa面catauv叩prak行ttitatB//

madざa(酒).m豆耶a(獣肉),同様にmatsJa(魚),■udr豆そしてmaithuna

(男女の性的合一)こそが,Saktiにたいする礼拝儀礼の儀用における5 tattva

であると語られた.アーデイヤーよ.

4番めのmudr豆が何を意味しているのかは学者により意見が異なる(これについて

は稿を改めて論ずる予定).､pa示catattvaに関する最も包括的説明は†00droffe

〔191鋸576-412に見ることができる.

23)Cr.州a肌,5.131.

24)この詩節は初期仏教教団におけるすべての人間の平等.法恩による塩次の観念を想

起させよう.

25)ここではkuIadharmaに精通し,特に.万物は皆ブラフマンを本質とするものであ

るとの認識(brahmaj膏血a)を漬得せる聖者を意味するものと思われる.Yinternitz

[1927】56Sづ69,さらには8hattachar門a【1982】43専一459を参照.

26)Derrett[1968b】266ほ.ここに挙げた14.187およぴ189をi>つて.ムスリム

やキリスト教徒でさえも,kaulaとなることができ.その礼拝儀礼(s豆dhana)に参

与しうると述べている.

27)Ma肌,2.16:

ni$ek豆di紬a畠如餌to mabtrair yasyodito vidhih/

tasya点在Stre tdhik計0'snほ錘e了O n紬JaSざa kasァac主t//

なお.中野[1950】419-420,同【1974】74を参照.

28)Hanu,10.126:

na細dre p豆tak叩ki叫Cin na ca s叩Sk計am arhati/

n豆Sy豆dhik計O dharme'stina dhar7n5t prati$edhana皿//

渡瀬【1991】559はこのs叩Sk計aを入門式と解している.中野【1950】225をも参

照.ただしHanuにおいても,聖句(皿antra)の使用を除くならば(Manu,2.紬ほ

女性にたいして,10.127はシェードラにたいしてこれの使用を禁ずる).シェード

ラおよび女性にたいして,すべての浄化儀礼(sa耶k瓦ra)をなすことは許容されてい
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る･飢bler冊8`】32.渡瀬【1叩1】428を見よ.なお翫川uの説くシェードラの儀

礼参加資格などについては山崎【19g瑚515-537を参照.

29)家長期(grbast血豆畠rama)から遊行期(avad摘t豆貞ra皿a)に移行する際になされるぺ

き浄法尉Lであり,その次第ほ旨.228-267に語られる.註14)を見よ.

30)そこにおいてkuladbar皿aにもとづく5豆仙anaがなされるぺき.清浄な地面に座

布を敷き,皿叫dalaを描き,さまざまな礼拝用具をしつらえた特殊な空間あるいは場

をいう･それぞれbhairavicakraについては8.153-200に.tattvacakraについ

ては8･203-219に詳述される･なおBose andHaldar【1956】145-151をも参照.

31)tauvacakraの形成に際し.それをなすひとに要求される資格は,bhairavicakra

に比してtより厳格である･しかしながらその内容ほ,kuladbar皿aにどの程度精通

しているかが問題なのであって,Varりaによる資格でほか-.8anerji【1992】333

を参照.

32)使用テキストのvibar抽etを肌sra[19頼306にしたがい訂正

j3)†internitz【1927〕570を参照.

34)註28)を見よ.

35)肌汗,12.2j ab:

audv豆hike-pisaznbandhe br豆hnibhiry豆Variyasi/

36)R8:taS拍br豆bmodv紬enagrhi拗軸pa両軸apat∫e豆t皿aje訳maj和利=揉

37)しかしながらHntには,次のような詩節をも見いだすことができる.

dev計tb叩datta如p豆da-1tal血豆SrOtaSVat‡jale/

P加孟dhik計iqah sarYe
SeCane'ntikav豆Sinah//(12.116)

神々のた捌こ捧げられた井戸など[の水],同掛こ河川の水にたいしては.すべ

ての人々が[それを]飲む資格(権利)をもつものであるが,撒水[あるいはその

ために水を汲みだすこと]にか-してほ一近隣に住む人々[だけがその水を利用す

る資格をもつ].

この規定は,いわゆる不可触民が自らは共同井戸からの水の汲みだしを禁じられてい

る現実(例えばアナンド【19細26-27を見よ)を考えるならばt極めて画期的であ

る.

(参考文献)

アナンド,軋 R.(山際素男訳)

【19銅】『不可触民バクハの1日』,東京:三一書房.

中野義照 【1958】

【1974】

山崎元一 【1985a】

[19∬b】

『ヤーヂュニヤプルキヤ法典』,高野山:中野教授還暦記念会.

『インド法の研究』,高野山:日本印度学会.

ヴァルナ間混血の理論について.咽学院雑誌』86-5,24づ0.

ヒンドゥー法典のシェードラ規定
一義務と儀礼的地位について-.

『東洋学報』帥.515-537.
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Tbe舶ム血irv如atanlrats vie▼Of varβaS

YATANA8E,Hiroki

To Yhat e‡tent andin Yhat Yay the Dharna畠豆Stric traditions have been

retainedin the Hindu Tantricliterature or replaced▼ith neY Tantricideas such

as the co凪ぐept Or equalitァor allya川a5(cIasses.castes)and of men and vomen

as Yellasi8the kaLiage,are queStions about Yhich not nuch has been resoIved

untilnoY.SO that our generalunderstanding of the probIems should be deepened

throllgh detailed e夏aminations of relevant materials･The present paper皿akes an

attempt to find a eoncrete answer再tb respect to the根占加jrv和之a山ra(=和瓦t),

｡ne Of thc te‡tS COnSidered to belong to the Left-handS融ta(V細3c3raj言kta),

and presumably Yriuenin thelate eighteenth century.by e印loringits vieY Of

VarβaS.

First of a‖.it tnust be noted thatin addition to the traditionalf･)ur-

tbatis,br富加瑚a,如aレiァa､VaiさJa and細dra-the Hnt ack瓜0-ledges the fifth

t:arQa Called s5m加Ja for the kaLlage Yhen humanityis assumed to have been

c｡rruPted.A‖几｡ugh.Ye arenOt quite certai皿Yhat thiss3m5Dn PreCisely読eans.

there seen to be good reasons to accept S.J･Yoodroffe's observation t･hatitis

the name for the class of people Yho are born as a result ofinternarriage

betYeen different yaTPaS and have been eェcIuded fron the v&T8a SyStetn by the

traditionalD厄rauS5sLras as represented by Lhe舶肌S町=(=Manu).Itis also

YOrth notingin this connection that sone reguIations.such as the one

conぐerning hoYlong a certain kind ofinpurity曹illcontinue to auaぐh to a

person,treat the s3DZ和a on equaIterns Yith the5銅Ta･Seeing no serioqs

distinction such asis foundin the Manu a皿Ong the people Yithin and･)utSide

the traditionalframeYOrk of four va用&S.Thus the Mntis obyiousIJOppOSed to

the DhaTnZa53stTaSin that the Tantric te夏t,atleastinsofar as theよaLiageis

coneemed.accepts thelegalitJOfintermarriage,油ich YOuld evident▲1y violate

the old co皿Cept Of the Ya叩a SアSteJn.

Furthermore,the Mnt completely denies any discrimination among varDaSin

the practice of如Jadha柑aS,the only possible皿eaBS Of attaining a[Ok$a

(deliverance)in theよ&Liage.The"nt-sidea that allhunan beings are eligible

for kuLadha川aS Standsin clear cl)ntraSt Yith the"anu'slimitation of

eligibilitlfor dharmas to the upper three YaT8aS.

The伽t does not.hoYeVer.deny the e王istence of the YarPa SySte皿itself･

For allthe absoluteness of如Ladh&r鮎Sin the kaLiage.the伽t,at the same
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ti皿elPreaChes the observance of the discrinination a皿Ong yaTPaS Yith reference

to皿anlOCCaSionsin daiJJJife.In oLher YOrds,tYO ki皿ds of dh&r鮎S COeXistin

the伽t:如)adh&r磁aS and the traditio皿ald最rm&S Yhich the舶nuJiJAits to the

qpper tbreeγa用aS.

Then Yhich伽rmas have priorityin theNnt?Ye can a皿SYer this question by

Saying that如L&dharD&S are praised as the absolute皿eanS Of attaining zwk$a.

and that the traditionald最TDZaS are preSCribed for the皿ajoritlOf daily and

SeCularlifeincITldinginheritance,aJthough3aiYa marriage,in Yhich

discrimination among yaTQaSis strictly prohibited.is a‖甘耶d.
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